
◎学校教育目標◎ 
郷土を愛し、21世紀を強く正しく生きる生徒の育成      

◎目指す生徒像◎ 
進んで学ぶ生徒・心豊かな生徒・進んで鍛える生徒 

◎教育活動のスローガン◎ 
・当たり前のことが当たり前にできる生徒 

・明るい挨拶、いい返事、笑顔と感動の別府中学校 

  ◎4月の主な行事 

 ５日(金):新3年生準備登校  

 ８日(月):入学式/前期始業式 

 １０日(水):新入生歓迎会/全校オリエンテーション 

 １１日(木):１～3年｢埼玉県学力･学習状況調査」 

 １３日(土):第1回ＰＴ：本部役員会 

 １8日(木):3年「全国学力･学習状況調査｣ 

 １９日(金):離任式 

 ２０日（土）:第1回ＰＴ：役員会 

 ２２日(月):前期人権旬間/人権集会 

 ２７日(土):授業参観/ＰＴ：総会/1年神川林間説明会 

３    月 

日 曜 行 事 予 定 

1 金 
公立高校実技検査･面接/1･2年後期期末

テスト② 

2 土 ＰＴＡ新旧役員会 

3 日  

4 月 全校朝会(表彰朝会) 

5 火 
登校指導日/県公立高校追試験/3年租税

教室 

6 水  

7 木 3年生を送る会 

8 金 公立高校入学許可候補者発表(9:00～) 

9 土  

10 日  

11 月 1･2年学年朝会 

12 火 一斉指導日/金曜日課/3年給食最終日 

13 水 卒業式予行 

14 木 3年修了式/卒業式準備/午後部活動無 

15 金 第72回卒業式/給食･部活動無 

16 土  

17 日  

18 月 
第3回学校運営協議会/3年臨時休業日(～

26日) 

19 火 一斉指導日 

20 水 給食最終日 

21 木 春分の日 

22 金 期末短縮/大掃除/給食･午後部活無 

23 土  

24 日  

25 月 期末短縮/給食･午後部活無 

26 火 1･2年修了式/午後部活無 

27 水 学年末休業日(～31日) 

28 木  

29 金  

30 土  

31 日  

             校 長 稲 葉 俊 昌  

この時期になると、よく「有終の美を飾る」という

言葉が使われます。この言葉は中国最古の詩集「詩経 

大雅・蕩」の一節から生まれたそうです。 

終りまでやり遂げて、さらに立派に仕上げることは

大変なことです。それをかなえることで、「有終の美

を飾る」ことができます。 
 

平成30年度も最後の月を迎え、

いよいよ年度の集大成となりま

す。3年生は、今まで3年間、学校

教育目標の「郷土を愛し、21世紀

を強く正しく生きる生徒」を目指

し、自分の夢の実現に向けて努力

を重ねてきました。そして、いよいよ卒業に向けて、

中学生活をしめくくるときが近づいてきました。是

非、やり残すことのないよう取り組んでください。そ

して、９年間一緒に過ごした仲間との思い出を胸に刻

み、１日１日を大切に過ごしてください。 

卒業式は、義務教育のまとめとなる大切な行事で

す。在校生は、これまでお世話になった3年生への感謝

の気持ちと、別府中学校を引き継ぐという自覚を持っ

て、相応しい態度で式典を担ってください。3年生は主

役です。これまで色々な場面で支えてくださった保護

者の皆様にはもちろん、

友 人 や 後 輩、お 世 話 に

なった方々への感謝の気

持ちを大切に、式典を創

り上げてください。当日

は、たくさんの感動をい

ただけることを楽しみに

しております。 

感動ある卒業式に －「有終の美」を飾る－ 

「靡不有初、鮮克有終」 
○初め有らざる靡(な)し…始めるときは誰でもや

るけれども、 

○克(よ)く終り有ること鮮(すくな)し…終りまで

やり遂げる者は少ない。 
「何事も初めは取り組み易いものであるが、最期ま

でやり遂げる者は少ない。」 

２年生百人一首大会の様子 

｢詩経 大雅・蕩｣より 



※学校だよりは、後日別府中学校のWebサイトに掲載いたします。生徒の皆さんの写真や氏名等で、載せることが差し支える場合に
は、担任を通じてお知らせください。 

 2月3日(土)、｢第3回ＰＴＡ資源回収｣を実施いたしました。ＰＴＡ担当の皆様と生徒のがんばりで、1時間余り

で積み卸しが終わりました。収益は14,210kgで185,110円、奨励金42,630円と合わせて合計227,740円になりま

した。地域の皆様には、たくさんのご協力をいただきありがとうございました。また、12月1日(土)に行ったＰＴ

Ａバザーの収益金は38,400円でした。重ねてお礼を申し上げます。 

2月5日(火)、別府小学校6年生が来校し、生徒会本部の生徒が別府中の生活を紹

介する｢生徒会説明会｣と｢部活動見学会｣を行いました。6年生は緊張したことと思

いますが、しっかりした態度で参加し、熱心に見学しておりました。既に入部し

たい部活動が決まっている人もいたようですが、入学後にあらためて部活動見学

と体験入部を実施いたします。是非とも実際に色々な部活動を体験し、3年間楽し

く有意義に続けることができるよう、よく考えて選択してください。 

1月29日(火)に給食集会を開きました。給食委員会が工夫した｢給食クイズ｣に加え、冬

休みに作成した３年生｢標語｣、２年生｢作文｣、１年生｢ポスター｣の優秀な作品が報告され

ました。(熊谷市学校給食作品展入選作品) ３年 東 さん｢ありがとう たくさん食べて 恩返し｣ 

作品展や大会でたくさんの活躍がありました。(記載は学年順、氏名順です) 
【熊谷市ラグビー公式戦ポスター展】 優秀賞 

3年 志賀 さん，鈴木 さん，福田 さん，三上 さん 

2年 石川 さん，高橋 さん，高柳 さん 

1年 岡安 さん，瀧口 さん，吉田 さん 
【学校給食週間記念行事 大里地区】 金賞（◎は、熊谷市学校給食作品展入選） 

標  語 3年 桐生 さん，◎東 さん，茂木 さん，宮沢 さん 

作  文 2年 加治 さん，澤田 さん，◎篠田 さん，高橋 さん 

ポスター 1年 ◎明戸 さん，◎河井 さん 

【学校給食週間記念行事 熊谷市】 入選 

標  語 3年 荻原 さん，川田 さん，篠塚 さん，山本 さん 

作  文 2年 淺野 さん，久保田 さん，杉田 さん，細田 さん 

ポスター 1年 木村 さん，高岡 さん 
【全国中学生人権作文コンテスト埼玉県大会熊谷人権擁護委員協議会地区予選】  

表彰状 3年 鈴木 さん 

【熊谷市書きぞめ展】 

 特選 3年 島田 さん，濱川 さん，茂木 さん 

   2年 加治 さん，金子 さん，寺門 さん  

   1年 岡田 さん，瀧口 さん 

入選 3年 志賀 さん，髙橋 さん，蜂須 さん 

   2年 白井 さん，高柳 さん，水谷 さん 

   1年 岡安 さん 

【埼玉県小・中学校児童生徒美術展（大里地区展）】 

特選 2年 大隈 さん 

入選 3年 鳥海 さん 

   2年 大武 さん，杉田 さん，高橋 さん 

   1年 明戸 さん，岡田 さん，河井 さん，末永 さん、髙田 さん 

     瀧口 さん，松本 さん 

【埼玉県歯・口の健康に関するポスターコンクール】 

優秀賞 2年 山本 さん 
【冬季一年生バレーボール大会】   

準優勝 2年 岩田 さん，坂本 さん，白井 さん，関根 さん，髙栁 さん, 

      寺門 さん，中島 さん，山本 さん 

    1年 奥村 さん，藤田 さん 

１年 明戸 さん 
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き
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１年 河井 さん 


